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給水・給湯配管工事②
 ● ヒートポンプユニットのベースには地面に凝縮水を排出するよう穴があいて
います。

 ● 凝縮水を排水口などに導くときは、図のようにドレンエルボを接続してくだ
さい。

 ● ヒートポンプユニットは水平に据え付け、凝縮水の排水を確認してください。

ドレンエルボを本体に取り付け、ドレンホース
（現地調達φ16）をドレンエルボに接続します。

③凝縮水処理

 ● 配管終了後、配管の水漏れがないか確認の上、保温工事を施工して
ください。

 ● 保温工事は配管内でのお湯の温度低下防止や、凍結防止のために行う
ものですから、良質の保温材を使用し、美観をそこなわないように
仕上げてください。

 ● 屋外の配管はすべて保温工事終了後に、防水用のためにラッキング等で
完全に保護してください。

 ● 保温工事は、すべての配管に施工してください。
 ● 保温材の厚さは、発泡ポリエチレン保温材の場合で一般地20mm以上
を最低厚さの目安としてください。

 ● 各配管に保温工事がしてあっても、冬期は本体周囲温度が0℃以下になると配管が凍結し機器や配管が破損したり、
場合によってはタンクが破壊することがあります。（寒冷地だけではなく暖かい地域でも凍結することがあります。）
販売店または据付工事店へ相談し、適切な凍結防止対策をしてください。

注意 いずれも屋外等、雨の直接かかるところは保温材が濡れないようにラッキング等で
十分カバーしてください。

お願い
 ● 凍結する恐れのある配管部分すべてに凍結防止ヒーターを巻きつけてください。
※本体内部であっても現地施工部分のすべての配管に凍結防止ヒーターを巻きつけてください。
※凍結深度下であれば、凍結防止ヒーターは不要です。

 ● ヒートポンプユニットと貯湯ユニットの接続配管に凍結防止ヒーターを取り付けてください。
 ● 寒冷時には、すべてのプラグをコンセントに差し込みます。凍結しない季節はコンセントを抜いておきます。

外気温度が0℃を下回る恐れのある場合は、製品本体及び現地施工部分の凍結を
防止するため、必ず下記の処置を行ってください。

④保温工事について

⑤凍結防止について

●降灰地域等でご使用の場合
降灰地域等に設置の場合は降灰により排水が悪くなる可能性があります。
このような地域ではブッシュやドレンエルボは取り付けないでください。
また、定期的にヒートポンプユニットの背面と左側面の熱交換器と熱交換器下部のツユサラ部分を
水で洗い流してください。また、ドレン水が確実に排水されることを確認してください。

特に積雪地等で寒さが厳しく積雪等が多いと、熱交換器から出る水が
ベース表面に凍結し、排水が悪くなることがあります。このような地域では、
ブッシュやドレンエルボは取り付けないでください。

●積雪地等でご使用の場合

保温材

ヒートポンプユニット

貯湯ユニット

凍結防止ヒータプラグ 給水配管

高温給湯配管

設定温度給湯配管

ヒートポンプユニット
出口配管

ヒートポンプユニット
入口配管

ドレンエルボ

ドレンホース

保温材
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電気配線工事①

（例）

機器定格 4kVA

注意事項

Ｄ種接地工事

3芯

電力量計
20

主開閉器
（漏電遮断器）

配線用遮断機

アース線の太さ

0.
9m

絶縁テープ
を巻く

ハンダ付アース棒

導線1.6φ又は2m㎡以上

30以上穴
を掘って穴
の底に打ち
込む

①電源工事

②アース（D種接地工事）

電気配線工事項目
①電源配線…三相200V・20A
②アース設置工事…D種接地工事
③貯湯ユニット電源通信配線
④リモコンコード配線
　※リモコンコードは別売品のリモコンHPコード：RHKRC－60M6を推奨します。
⑤リモコン設置…別売品：RHKR－BG1を使用

ブレーカー定格とケーブルの太さ
定格電圧 三相200V
ブレーカー定格 20A
ケーブルの太さ 5.5m㎡（またはφ2.6mm）

アース（接地）工事、必ずD種接地工事（接地抵抗100Ω以下）を行ってください。
アース棒・アース線は、規格適合品を使い、施工は電気工事士の資格が必要です。
● アース線の接続はハンダ付けで確実に行い、接触抵抗の変化が
　ないように絶縁テープを巻き付けてください。
● 電気品取付板のアース端子に市販のアース線（緑色）でアース棒
　を接続してください。
● アース棒は地中深さ30cm以上の穴を掘り、穴の底に打ち込ん
　でください。
● アース棒の頭が地表に出るような打ち込みはしないでください。
● 水道管、ガス管への接地及び他器具用アースとの共用はしない
　でください。工事完了後はアーステスターで接地抵抗100Ω以
　下を確認してください。
　漏電遮断器と併用する場合は、接地抵抗500Ω以下になるこ
　とを確認してください。

 ● 電源は分電盤から専用回路を設けてください。
　 三相200V・20Aですので契約容量に
　 配慮してください。
● アース工事は、D種接地工事を施工します。

電気工事は電気工事士の資格を得た者が必ず作業してください。なお電気工事は経済産業省規程の「電気設備技術基準」
及び電気協会、各電力会社規程の「内線規程」にしたがって行ってください。

（ ）

電気工事について

ヒートポンプユニット

貯湯ユニット

リモコン

【ブレーカー定格】
２００Ｖ　２０Ａ

【ケーブルの太さ】
５．５ｍｍ２（φ２ ．６）×３

【リモコンＨＰコード】
シールド付き
０．３ｍｍ２　２芯無極性

一般負荷

屋内電力量計

ネジ止め

分電盤

Ｄ種接地工事 Ｄ種接地工事

【貯湯ユニット電源通信線】
３芯　φ２．０ｍｍ（ＶＶＦ）
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貯湯ユニット電源通信線／リモコンコード

電源ケーブル／アース線

電気配線工事②
③ヒートポンプユニットの内部配線工事

注意

④貯湯ユニットの内部配線工事
● 貯湯ユニット電源通信線は、右図に従って
コネクタまで導いてください。

● 端子台に確実に接続し、バンド
で固定してください。

● 電源ケーブル及び各種コードは、下図に従い端子台等に導いてください。
　（電源ケーブルに、より線を使用する場合は丸端子を用いて電源端子台に接続してください。）
● 電源ケーブル及び各種コードは、端子台に確実に接続し、バンドで固定してください。
● リモコンコードは、必ず別売のリモコンHPコードもしくはシールド付のコードを使用しシールドを接地してください。

電源ケーブル及び各種コードは、下側に引き回わしして
バルブカバーの下の切り欠きより機外にだしてください。
バルブカバーが取付けられなくなります。

電源ケーブル

電源ケーブル

アース線

リモコンコード

貯湯ユニット
コード

アース線
貯湯ユニットコード

貯湯ユニット電源通信線
接続用端子台

ヒートポンプユニット電源通信線の取り外し方

ドライバーなどでロックボタン
を押した状態でヒートポンプ
ユニット電源通信線3本を一緒
に引き抜きます。

ロックボタン

リモコンコード

リモコン用
シールド接地ネジ

電源端子台（M5） リモコン端子台

アース線

バンド

ロックボタン

貯湯ユニット電源通信線の取り外し方

貯湯ユニット電源通信線

貯湯ユニット電源通信線／アース線

ドライバーなどでロックボタン
を押した状態でヒートポンプ
ユニット電源通信線3本を一緒
に引き抜きます。

ヒートポンプユニット
電源通信線と端子台の
色が同じになるよう接続
してください。

黒

黒

赤

赤

白

白
1 2 3

15mm

被膜をむく20mm

貯湯ユニット電源通信線
と端子台の色が同じに
なるよう接続してください。

黒

黒

赤

赤

白

白
1 2 3

15mm

被膜をむく20mm

貯湯ユニット電源通信線
接続用端子台
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ツメ(4ヶ所)が
上向きになるように
取り付け

強固な壁などに
取り付ける

84mm

リモコン取付板 図１ 木ねじ

約35mm

図２

切断 シールド設置 線

リモコン取付板
差し込み口

リモコン裏面

端子台

コード引出し口 図３

差し込み口

図４

ツメ

図５

取付ねじ穴

取付ねじ穴

リモコンコード

埋込用スイッチボックス

リモコンコードは、
結露水などの水滴が
リモコン内に浸入し
ないよう、必ず下方
にたるみを設けてく
ださい。

図６

Ｍねじ（現地準備品）

リモコン取付板

図７

リモコンを
下方へスライド

給湯温度

リモコン工事

コード露出配線の場合

取付場所の選定

・屋外や周囲温度が-10℃以下となる場所
・水のかかる場所や湯気、蒸気のかかるような高湿（結露が発生）な場所
・直射日光のあたる場所や高温（周囲温度が43℃以上）になる場所

コード埋込配線でスイッチボックスに取り付ける場合

注意
リモコンの破損の原因となるため、次のような場所には設置しない。

注意 リモコンコードは建築用のスチロール製断熱材には接触させない
リモコンコードにスチロール材が侵食される可能性があります。接触の恐れがある場合は
リモコンコード側にビニールテープ等を巻き、直接接触しないように施工願います。

（1）リモコン取付板を木ねじ(φ3.5×25)2本で壁に取り付けてください。（図1）
（リモコン取付板はツメが上向きになるように取り付てください。）

（２）リモコンコードのリモコン側のシールド接地線は使用しないので接地線を
根元からニッパー等で切断してください。（図2）
切断部をビニールテープ等で絶縁してください。
※リモコンコードのヒートポンプユニット側のシールド線は切断しないでください。

（３）リコモン裏面の端子台にリモコンコードのＹ端子を接続し、コード引出し口より
リモコンコードを引き出してください。（図3）
（極性はありませんが、端子間をショートさせないよう注意してください。）

（４）リモコンケース裏面の差し込み口に、リモコン取付板のツメを引っ掛け
リモコンを下方にスライドさせ、リモコン取付板にリモコンを固定してください。（図4）

（５）リモコンコードを市販のコードステップル等で壁に固定してください。

（1）リモコン取付位置に埋込用スイッチボックス（JIS１個用）を取り付けてください。（図6）
（２）リモコンコードのリモコン側のシールド接地線は使用しないので接地線を

根元からニッパー等で切断してください。（図2）
切断部をビニールテープ等で絶縁してください。
※リモコンコードのヒートポンプユニット側のシールド線は切断しないでください。

（３）リモコン取付板をスイッチボックスの取付ねじ穴に合わせ、Ｍねじ（現地準備品）
で固定してください。（図7）

（４）リコモン裏面の端子台にリモコンコードのＹ端子を接続し、コード引出し口より
リモコンコードを引き出してください。（図3）

　　（極性はありませんが、端子間をショートさせないよう注意してください。）
（５）リモコンケース裏面の差し込み口に、リモコン取付板のツメを引っ掛け

リモコンを下方にスライドさせ、リモコン取付板にリモコンを固定してください。（図3）

※取扱説明書に同梱の連絡先（コール）シールをリモコンの見える場所に貼り付けてください。
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13

試運転およびチェック
①試運転前の確認 試運転前に、下記の点を確認してください。

（1）据け付け強度は十分ですか。
（2）アース工事は完了していますか。
（3）各器具への配管が完了していますか。

（1）シンクなどのすべての湯水混合栓が閉じていることを確認してください。
（2）貯湯ユニットの排水栓を「通常」の位置にします。
（3）貯湯ユニット、ヒートポンプユニットの各「水抜き栓」が閉じていることを確認します。
（4）貯湯ユニット逃し弁のレバーを上げてください。
（5）給湯器の専用止水栓を開いてタンクに水を入れます。ヒートポンプ配管に止水栓を取り付けている場合は

）。すまりかか分05～03約（。すま出が水らか管水排、とるなに水満がクンタ。いさだくてい開を栓水止
（6）ヒートポンプユニットのバルブカバーを取り外し「熱交下水抜き栓」を開きます。3分以上開き勢いよく水が出てくることを確認

してください。確認しましたら閉じます。
（7）ヒートポンプユニットの「水抜き栓」を開きます。3分以上開き、勢いよく水が出てくることを確認してください。確認しましたら閉じます。

）いさだくてし照参を図下は置位の栓き抜アエ（。いさだくてっ行をき抜アエのプンポ湯給のトッニユ湯貯）8（
てし続連）。いさだくてけ受でどなツケバ、でのすま出が水らかスーホの栓き抜アエ（。すまき開を栓き抜アエ湯給

水がでても1分以上は開けたまま水を出し続けてください。エア抜きが終了したら給湯エア抜き栓を閉めてください。

（1）③システムへの給水を確認後、電源スイッチを「入」にします。200V通電状態でヒートポンプユニットの操作カバーを開け、漏電遮断器
）照参図下（。いさだくてし認確てし押をンタボトステをとこるす作動が）チッイス源電（

（電源投入時に、排水栓から一時的に水が排出されます）
。いさだくてしに」）FFO（切「をチッイス源電度再、後認確）1（）2（

）。すまし始開を転運に間の分2～1（。いさだくてしを転運試、しに」入「をチッイス源電）3（
（電源を入れるとリモコンの画面に「試運転ナビ」の案内画面が表示されますので、案内に従って「試運転ナビ」を行って
ください。）　※「試運転ナビ」の操作方法は、P14、15を参照。

（4）試運転（30分以上）終了後、ストレーナーを清掃してください。
取付箇所は、貯湯ユニットの入水金具 ）照参図下（。すまりあに口続接側Aプンポトーヒと
※ヒートポンプA側接続口のストレーナーを取り外す場合はヒートポンプ配管の止水栓を閉じてください。

（6）ストレーナー清掃後、各部より水漏れがないことを確認し、再度ヒートポンプユニットのエア抜きを行ってください。
（③システムへの給水 ）6（）5（ を参照）

（7）リモコンの動作を確認してください。
取扱説明書を見て、各機能が正常に動作することを確認してください。正常であることを確認したら、お客様に立会い
していただきヒートポンプ給湯システムの各機器、リモコンの操作方法を説明してください。

②夜蓄運転の選択
ヒートポンプユニット内のディップスイッチNo.2 の操作により沸き上げ運転の先詰、 ）すで」詰先「、は定設期初（。すまきでが定設の詰後
　先詰：貯湯設定時間になると即沸き上げを開始します。
　後詰：貯湯設定時間終了時刻に沸き上がるように、沸き上げ開始時間を自動調整します。

先詰

後詰

OFF

ディップスイッチ
No.2

ON

※据付後、電源投入すると、運転を開始します。
　必ず、電源投入前にシステムに給水してください。

（4）電源電圧は正常ですか。
（5）リモコンコードは確実に接続しましたか。

ディップスイッチ

ON

6
OFF

478 5 3 2 1

沸き上げ制御の選択スイッチ
（出荷時の状態）

ディップスイッチ設定は　
電源投入時に検出するので、
電源投入前に設定してくだ
さい。また、設定を変更す
る場合は必ず電源を切って
から行ってください。

操作カバー（電源スイッチ）

ヒートポンプユニット
貯湯ユニット

給水後、長期間使用しない場合で凍結の
恐れがあるときは電源を切らないでください。
電源を入れておかないと機器内部の配管、
部品が凍結により破損する恐れがあります。

ヒートポンプA・B側配管の止水栓は、必ず
開いた状態で運転してください。
機器内部の破損の原因となります。意

注

意
注

お願い ・貯湯ユニットの排水の前に必ず混合水栓を開き、ぬるい水が出てくるまでお待ちください。
・貯湯ユニット排水時に熱湯が排水されることを防止するため、貯湯ユニット内の高温水を水にしてから排水してください。

③システムへの給水

④試運転

給水配管

設定温度給湯配管

高温給湯配管

高温給湯水抜き栓
ストレーナー

給水水抜き栓

給湯水抜き栓

ヒートポンプ
Ａ側排水抜き栓

ヒートポンプ
B側排水抜き栓

逃し弁

排水栓

ストレーナー

水抜き栓

熱交下水抜き栓

給湯エア抜き栓

給湯ポンプ

ビニールホース
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選択 決定

試運転ナビ

する

決定

しない

決定

試運転ナビ

決定

起動中です　　　　   15Sec
しばらくお待ちください

漏電遮断器の作動は
確認しましたか

決定

試運転ナビ

決定

タンクは満水に
なっていますか

決定

試運転ナビ

決定

HPの水抜き栓から
エア抜きをしましたか

決定

試運転ナビ

決定

給湯ポンプの
エア抜きをします

試運転ナビ

給湯エア抜き中

試運転ナビ

給湯ポンプの
エア抜きを終了しました

決定

試運転ナビ

決定

ストレーナの掃除は
しましたか

決定

試運転ナビ

決定

給湯熱交換器の
エア抜き栓をあけて
エア抜きをしましたか

試運転ナビの操作方法①
電源投入時に、案内画面が表示されます。
（試運転ナビを1度行うと、再電源投入時には表示しません。）

1

2

3

4

電源を投入します。

リモコンの蓋を開きます。

・電源を投入するとリモコン画面点灯後、初期設定を行います。（約90秒）

・確認画面に変わります。

・確認画面終了後に、給湯ポンプエア抜き画面に変わります。

・タンクが満水になっていない場合
・HPのエア抜きを行っていない場合
・ストレーナーの掃除を行っていない場合

ボタンで「する」を選択し　　　　決定を押します。

・初期設定が終わると、試運転ナビ画面に移行します。
　但し、以前に試運転ナビを行った場合は標準画面に移行します。

（確認していない場合は、確認後操作をしてください）

各種確認画面が表示されますので画面の内容を確認して、
よろしければ　　　　を押します

下記の場合は、P13の③システムへの給水を再度行ってください

・給湯ポンプエア抜き中画面に変わります。

ボタンを押します。（エア抜き運転を開始します。）
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沸き増し中

時刻が設定されていません
時刻を設定してください

決定

試運転ナビ

決定

HPのエア抜きを
します

HPのエア抜きを
終了しました

決定

試運転ナビ

決定

エア抜き異常です

決定

試運転ナビ

決定

HPの水抜き栓から
エア抜きをしましたか
また、HP配管の確認を
してください

決定

試運転ナビ

決定

HPのエア抜きを
します

試運転ナビ

HPエア抜き中

試運転ナビ

決定

試運転ナビ

決定

エア抜き異常です

決定

試運転ナビ

決定

給湯熱交換器の
エア抜き栓をあけて
エア抜きをしましたか

決定

08/10（金）20：00

決定

給湯温度 沸き増し 貯  湯  量

42
℃
75
％

50
％

試運転ナビの操作方法②
給湯ポンプエア抜きが終了するとHPエア抜き画面に移行します。

5

４

エア抜き異常画面が表示されます。

画面が切り替わりますので、P13の③システムへの給水の(8)を再度行って
ください

終了後、　　　ボタンを押してください。（P14　　　に移行します。）

・HPエア抜き中画面に変わります。

・HPエアが終わるとエア抜き終了画面に変わります。

※試運転ナビが終了となり、標準場面に移行します。

　但し、時刻設定がされていない場合は、右図の様な注意画面が

　表示されますので、　　　　ボタンを押して時刻を設定してください。

　時刻設定の仕方は、取扱説明書の（日時／時刻の合わせかたを参照）

■給湯ポンプエア抜き時にエア抜き異常が発生した場合

■HPエア抜き時にエア抜き異常が発生した場合

ボタンを押します。（エア抜き運転を開始します。）

ボタンを押します。

エア抜き異常画面が表示されます。

画面が切り替わりますので、P13の③システムへの給水の(6)(7)を
再度行ってください

終了後、　　　ボタンを押してください。

5再度、　　　ボタンを押してください。（P15　　　に移行します。）

ボタンを押します。
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井水対応時（膨脹タンク）設置施工図
井水対応には下記対応が必要です。

ヒートポンプユニットと
貯湯ユニットと膨張タンクの
高低差は１ｍ以内に設置して
ください。
ヒートポンプユニットＢ側配管は
施工の際、左図のように立ち上げ
る必要はありません。

●

●

膨張タンクを必ず取り付けてください。（推奨品　日立金属製　ＳＴ－４２Ｖ（封入圧１００ｋＰａ））
減圧弁は８５ｋＰａ仕様品（別売部品　ＲＨＫＧＡ８５）を取り付けてください。

●
●

警告
施工時 ・膨張タンクへの配管接続は、膨張タンク接続口に必ず接続する。膨張タンク接続口以外への接続は絶対に行わない。

膨張タンク接続口以外を緩めたりすると部品が飛散し、重傷を負う恐れがあります。
使用時 ・膨張タンク使用時は、接続配管を緩めない。

緩めると部品が飛散したり温水が吹き出し、重傷を負う恐れがあります。また、タンクの水は、飲用に使用できません。 

●

●

ヒートポンプユニットと膨張タンクおよび貯湯ユニット間の据付制約

膨張タンク施工時の注意点

ドレンホース
下り勾配にする

排水口

ヒートポンプユニット配管
（１５Ａ）

ヒートポンプユニットＢ側接続口
（Ｒ１／２）

ヒートポンプユニットＡ側接続口
（Ｒ１／２）

排水口

高温給湯接続口
（Ｒ３／４）

貯湯ユニット排水管
（２０Ａ）

給水接続口
（Ｒ３／４）

給湯接続口
（Ｒ３／４）

ヒートポンプユニット用止水栓

貯湯ユニット用止水栓

減圧弁（８５ｋＰａ）
（別売部品　ＲＨＫＧＡ８５）

エアーベント

膨張タンク

メンテナンスバルブ

水抜き用
バルブ

ヒートポンプユニットＡ側
（Ｒ１／２）

ヒートポンプユニットＢ側
（Ｒ１／２）

フレキシブルジョイント

空気圧調整弁

膨張タンク接続口

設定温度給湯配管

給水配管

ヒートポンプユニット

貯湯ユニット

（２０Ａ）

（２０Ａ）

ＥＣＯ　ＣＵＴＥ
エコキュート

注意
施工時 ・膨張タンクは基礎、架台等へ確実に固定する。また、転倒防止のため、アンカーボルト等にて確実に固定する。

吊り下げて設置する場合は固定金具等で固定する。
膨張タンクが転倒し、部品が飛散したり温水が吹き出し、重傷を負う恐れがあります。
・膨張タンクは、屋内設置仕様です。屋外に設置する場合には、防水（雨じまい）、防錆等の処置を必ず行う。
腐食等により、温水が吹き出し、重傷を負う恐れがあります。
・膨張タンクの「空気圧調整弁」の周囲は、６００ｍｍ以上の空間を必ず取る。また、タンク上部には配管および
膨張タンクの整備、取替えができません。

●

●

・システム配管の水圧試験時には、「メンテナンスバルブ」を閉じで膨張タンクへ圧力をかけない。
膨張タンクにシステム配管の水圧試験圧力がかかった場合、ダイヤフラムが破損して膨脹水を吸収できなくなる可能性が
あります。
・膨張タンクおよび接続配管が、凍結する恐れのある場合は必ず保温工事を行う。
膨張タンクを保温する場合は、空気圧調整弁、銘板またはシールが点検時に外部より点検できる様に施工してください。
凍結した場合、配管が破損する恐れがあります。
（タンクの保温は16K以上のグラスウール+ラッキングとしてください。）
接続配管には、タンク接続口まで配管ヒータを取り付けるなどの処理をしてください。
・施工時には、配管の接続を間違わない。
誤った箇所に接続されますと製品が機能しません。
・膨張タンクへの配管接続は、「フレキシブルジョイント」「メンテナンス用バルブ」「水抜き用バルブ」を必ず取り付ける。

使用時 ・１年以内ごとに１回の定期点検を必ず行ってください。

膨張タンク膨張タンク

正面設置スペース 平面設置スペース

６００

６０
０

６００

６０
０

６００６００

６０
０

高温給湯は使用できませんので
配管接続はしないでください。
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複数台設置
複数台設置で給湯配管を1つにまとめる場合は、流量調整弁、および給湯停止弁を取り付けてください。（下図参照）
（流量調整弁により遍流がない様に流量を調整してください）
各給湯機の貯湯ユニットの給湯は移管に取り付けてください。
※給湯停止弁（推奨品）の弁側配線は、弁付属の要領書を参照してください。

●

●

給湯停止弁（推奨品）は、設定温度給湯と高温給湯の2系統に取付け各々を制御することができます。

ヒートポンプユニット

●

給湯停止弁のコードは下方向に引き出してバルブカバーの穴から機外に出してください。バルブカバーが取り付けられなくなります。●

給湯停止弁ケーブル（現地調達）

給湯停止弁
流量調整弁

流量調整弁

流量調整弁

流量調整弁

給湯停止弁

給湯停止弁

給湯停止弁

貯湯ユニット

ヒートポンプユニット

（0.5～1.65mm2 3 芯）

給湯停止弁ケーブル（現地調達）
（0.5～1.65mm2 3 芯）

ヒートポンプユニット

貯湯ユニット

給水配管

高温給湯（タンク直接）配管

設定温度給湯（水道直圧）配管

給水配管

給湯停止弁の接続線は、リモコン端子台の左側に固定されていますので、コードを
引き出し、給湯停止弁ケーブルを圧着して接続します。
給湯停止弁（推奨品）のメーカーにより、下表のように接続するケーブルの色が変わります。

●

●

給湯停止弁の取付と配線は下表のように行ってください。●

表の3本以外のコードは
接続しないで先端を絶縁
処理してください。

表のように行ってください。

ユニット側

ユニット側コード 給湯配管
高温給湯側
設定温度側

給湯停止弁1
給湯停止弁2

コモン
開
閉

赤
白
黒

赤
白
黒

黄
白
黒

弁側
（株）キッツ社製
EA200-UTE

（株）ベン社製
BM-13SHN
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据付工事チェックリスト

ヒートポンプユニット及び貯湯ユニットはしっかり水平に据え付けられていますか。

ヒートポンプユニット及び貯湯ユニットの脚はアンカーボルトで固定されていますか。

ヒートポンプユニット及び貯湯ユニット満水時の質量（73、643kg）に基礎工事が
十分耐えられますか。

ヒートポンプユニット及び貯湯ユニットのサービススペースは確保されていますか。

ヒートポンプユニット及び貯湯ユニットの据付場所の選定の項目は守られていますか。

可燃性ガス、引火物は近くにありませんか。

排水栓は閉めましたか、給水栓は開いてますか。

給水配管、給湯配管、ヒートポンプユニット及び貯湯ユニット内から水漏れはありませんか。

ヒートポンプユニット及び貯湯ユニットの外装に傷、変形等はないですか。

逃し弁のレバーを開閉し、放水・止水が正常に行えますか。

止水栓は適切な位置についていますか。

排水溝は設置されていますか。

排水口は排水ホッパーの中心にきちんと合っていますか。

排水口と排水ホッパーの間隔は50mm以上あいていますか。

各配管の配管材は耐食性、耐熱性に適した材質ですか。

ドレンエルボ、ドレンホースは排水できますか。

保温工事は適切に行いましたか。

各水栓、給水金具のストレーナは点検しましたか。

アース工事（Ｄ種）を確実に行いましたか。

電源ケーブル、各コードは正しく接続されていますか。

電源ケーブルの太さは適切ですか。

電源は三相200V20Aの専用ブレーカから取られていますか。

電源の絶縁抵抗は十分にありますか。

配線が不安定な箇所キズ付等の不具合はないですか。

試運転は異常なく終了しましたか。（試運転ナビ含む）

各配管から水漏れはないですか。

湯水混合栓からの流量は十分ですか。

逃し弁のレバーを開いたとき、排水があふれることはないですか。

前面パネルは確実に閉めましたか。

前面パネルによるリード線の噛み込みはありませんか。

試運転終了後、すぐに使用しない場合は、貯湯タンク・配管の水抜きを行いましたか。
水抜きを行った場合は、再度、貯湯タンク・配管への注水と、エア抜きが必要です。

確認項目 チェック欄

事
工
付
据

事
工
線
配
気
電

事
工
管
配

他
の
そ
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■ 本書を事前によくお読みになり、理解した上で設置・ご使用ください。
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イトミック業務用エコキュート CHP-101005K

※本書に記載の内容は、製品の改良や仕様の変更などにより予告なく変更する場合がありますのでご了承ください。

北海道地区 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ TEL：011（615）6681
（株）北海道イトミック FAX：011（615）7004
〒063-0801　北海道札幌市西区二十四軒1条5-1-10（ラポ－ル24軒2号館）
担当エリア：北海道地区全域

東北・新潟地区 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ TEL：022（773）6161
（株）東北イトミック FAX：022（773）6213
〒981-3125　宮城県仙台市泉区みずほ台4-3
担当エリア：青森県／岩手県／秋田県／山形県／宮城県／福島県／新潟県

関東地区 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ TEL：03（3621）2121
（株）日本イトミック FAX：03（3621）2130
〒131-0045　東京都墨田区押上1-1-2（東京スカイツリー イーストタワー24F）
担当エリア：東京都／千葉県／埼玉県／茨城県／栃木県／群馬県／山梨県／神奈川県／静岡県

中部・北陸地区 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ TEL：052（222）2561
（株）日本イトミック　中部営業所 FAX：052（222）2559
〒460-0002　愛知県名古屋市中区丸の内1-4-12（アレックスビル3F）
担当エリア：富山県／石川県／福井県／岐阜県／愛知県／三重県／長野県

近畿地区 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ TEL：06（6226）0800
（株）日本イトミック　関西営業所 FAX：06（6226）0802
〒541-0048　大阪府大阪市中央区瓦町3-4-7（KCビル9F）
担当エリア：大阪府／京都府／滋賀県／和歌山県／奈良県／兵庫県

中国・四国地区 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ TEL：082（240）1361
（株）日本イトミック　中国営業所 FAX：082（240）1363
〒730-0051　広島県広島市中区大手町2-3-9（大手町中村ビル）
担当エリア：鳥取県／島根県／岡山県／広島県／山口県／香川県／徳島県／愛媛県／高知県

九州・沖縄地区 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ TEL：092（481）3911
（株）日本イトミック　九州営業所 FAX：092（481）3930
〒812-0007　福岡県福岡市博多区東比恵3-28-5
担当エリア：福岡県／佐賀県／長崎県／大分県／熊本県／宮崎県／鹿児島県／沖縄県

本社・営業本部 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・TEL：03（3621）2121（代）
 FAX：03（3621）2130
〒131-0045　東京都墨田区押上1-1-2（東京スカイツリー イーストタワー24F）
ホームページ　http：//www.itomic.co.jp/

《担当エリアと営業所・地区販売会社》

《修理に関するお問い合わせ》

《保守契約に関するご相談》

【ナビダイヤルに関するご注意】
※ナビダイヤルは通話料のみでご利用できます。
※電話窓口が混雑している場合、アナウンスが流れた後、話中の音が流れる場合がありま
す。その場合には、時間をおいて再度おかけ直しください。
※ＰＨＳ、ＩＰ電話からはご利用になれません。その場合には関東地区のお客様はENG課、
その他の地域のお客様は最寄りの営業所・地区販売会社までお電話ください。

ご連絡の際には使用製品の型番・製造番号等の情報をご用意ください。

弊社製品を永くお使いいただくためにはメンテナンス契約が有効です。詳しくはENG課
までご連絡ください。部品のご注文も承っています。

ENG課 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・TEL：03（3621）2133
 FAX：03（3621）2130
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